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平成 29 年５月 19 日 

 

町民会議の今後の進め方について 

 

田中 啓（ファシリテーター） 

 

 先般は、来年度の町民会議の進め方に関するアンケート調査にご協力いただき、誠にありが

とうございました。ご回答いただいた内容に基づき、今年度の町民会議の進め方につきまして、

以下のように提案いたします。 

 

１．進め方の基本方針 

 

(1) 昨年度の町民会議で整理した３つのテーマを基本に議論を進めていきます。 

観光のまちづくり【観 光】 

       住みよいまちづくり【暮らし】 

       まちの行財政改革【行財政】 

(2) ３つのテーマについて、できるだけ深掘りした議論をめざします。 

(3) 議論の結果を具体的な提案としてとりまとめます。 

 

２．会議の運営方法 

○ 会議では、全体で議論を進めるほかに、委員がテーマ別にグループに分かれて議論を

おこなう機会を設けます。 

○ 委員がグループに分かれる場合には、３つのテーマのうち【観光】と【暮らし】を取

り上げ、委員には関心のあるテーマのグループに入って議論をおこなっていただきま

す。（グループのメンバーは固定しません） 

○ 【行財政】については、グループを特に設けず、全体で議論をおこないます。 

○ 町民会議の議論と並行して、町民会議以外の場において有志の町民・関係者の方々と

連携して、自主的な勉強会（意見交換や検討作業をおこなう場を仮にこう呼ぶことに

します）等を開催していただいても結構です。（勉強会等は町民会議の公式な活動には

当たりませんが、検討結果を町民会議に提供していただければ、その内容を町民会議

で検討いたします） 

○ なおスケジュールの終盤には、今後の町民会議（または後継機関等）のあり方等につ

いても検討します。 

※限られた期間ではありますが、できるだけ柔軟に町民会議を運営していきたいと思いま

す。ご意見やご提案がありましたら、随時お知らせ下さい。 

 

３つのテーマ  

資料 ２ 
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今年度の町民会議の大まかなスケジュールと内容 

 

年 月 日 内容・進め方 備 考 

平成 29年 

５月 19 日（金） 

･町民会議の進め方について 

･観光のまちづくり、住みよいまちづく

りについて 

 -【観光】【暮らし】のグループ別 

 - 全体 この期間中に自主的

に勉強会等を開催し

ていただいて結構で

す 
６月 23 日（金） 

･観光のまちづくり、住みよいまちづく

りについて 

 -【観光】【暮らし】のグループ別 

 - 全体 

７月 14 日（金） 
･【行財政改革】について（全体） 

･成果物のとりまとめ方について（全体） 

９月（日付未定） 

･町民会議の今後のあり方について（全

体） 

･意見・提案のとりまとめ（全体） 

 

11 月（日付未定） ･成果物（報告書・意見書）の提出  

注：上記のスケジュール以外に町民会議を追加的に開催する可能性があります。 

 

 

３．成果物のイメージ 

○ 町民会議として最終的にとりまとめる文書は、以下の内容となることが想定されます。 

「報告書」：町民会議の開催状況や議論の内容を整理したもの 

「意見書」：町民会議における議論の結果として町に提案する事項をまとめたもの 

○ 「報告書」は事務局にまとめてもらうことも可能ですが、「意見書」は可能であれば町

民会議の委員に作成していただきたいと考えています。 

○ 「意見書」に記載する意見や提案は、町民会議の総意としての意見・提案だけでなく、

少数意見であっても構いません。 

※「意見書」の内容や作成方法については、７月以降に町民会議の場で検討します。 
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杉山委員提案のとりまとめ方法イメージ 

 

※以下目標や施策はあくまで一例、私見とご理解ください  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最終提言（目指すべき方向性） 

＜大目標＞ 

～健全な財務体質のもと豊かな町づくりはどのようにしたらできるかの提言～ 

 （財源確保策を念頭に） 

･受益者負担の最適化(手数料、税制) 

･入り込み観光客数や投資拡大促進施策 

･就労者人口増を目指した施策 

･資源、資産の掘り起し etc 

 

･子育て世代の定住化施策 

･U ターンに繋がる教育施策 

･U、I ターン促進施策 etc 

 

【観光分野】 

＜中目標＞ 

～観光経済の成長～ 

（地価･税収増に繋がる好循環サイクル） 

【暮らし･教育･子育て】 

＜中目標＞ 

～豊かな暮らし実現～ 

(住みたいと思わせる町づくり) 

【行政改革分野】 

＜中目標＞ 

～歳入の最大化、歳出の適正化～ 

（費用対効果のより高い仕組みを求める） 

･未収町税、使用料等の徴収最大化 

･休眠資産、資源の最適化 

･業務、事業のスリム化 etc 

大目標を実現するために、各分野で中目標を設定し、さらにそれを実現するための施策を検討

することで、比較的皆興味のある各論も提言に盛り込める。ただし、施策はあくまで大または中

の目標達成のためのものに限ることで、議論の一定の集約を図る。（目指すべき方向性を先に

定めることが極めて重要） 


